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ＩＰ化時代の端末に対する利用者の要求

高機能な端末を手にすることで、操作や設定が面倒になるようなことはないか。

自動設定／ゼロコンフィグレーション
直感的統合インタフェース

一つの利便性を得るのと引換えに別の面で思わぬ不利益を被ることはないか。

接続性の向上と通信の秘匿性確保の両立
さまざまな機器がIPでつながり、生活環境に埋め込まれる際の不正アクセス防止

商品（サービス）を変更したい時に、不利益や障壁なく選べるようになっているか。
（何でもすべて選べるのがいいわけではないものの・・・。）

コンテンツポータビリティ（解約時の不利益はないか）
回線やセキュリティレベルの選択の自由度

１） ストレス・フリー

２） 利用環境トータルの利益

３） 選択の自由
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端末の利用シーン（全体）

接続性の向上 利便性の向上

安心・安全の確保

シームレス接続

通信品質制御

空間端末

ユーザインタフェースの
向上

ダウンローダブル

ＩＤポータビリティ
端末への攻撃の抑止端末からの攻撃の抑止

利用環境
トータルの利益

選択の自由

③③インテリジェント・ホームインテリジェント・ホーム ⑥⑥極秘商談極秘商談

⑤⑤予測エージェント予測エージェント

②②安心サービス乗り換え安心サービス乗り換え

④④未来の端末未来の端末

①①ＩＤポータビリティＩＤポータビリティ

ストレス・フリー
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1010出典：ＮＩＣＴ 「次世代ネットワークアーキテクチャに関する検討会」のイラストを許諾を得て引用
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試算の枠組み（全体像）

① ベース市場（現在）については、ベースとなる現在の端末とその関連市場を推計した（A部分の試算）。

② 2010年は、①の試算に加えて、ネットワークに対応した端末がさらに拡大することと、それに応じた関連
サービスが提供されることを想定し、市場を推計した（A＋Bの試算）。

③ 2015年は、①、②の試算に加えて、新しい機能を持った端末が登場し、それに応じた関連サービスが提供さ
れることを想定し、市場を推計した（A＋B ＋Cの試算）。

C. 全く新しいタイプの端末が

登場し、生まれる市場

B. 様々な機器が通信端末化

して生まれる市場

A A

C

B

A. 従来型の端末と

その関連市場

A

B

ベース市場（現在） 2010年 2015年

従来のAの端末およびサービ

スが、新しいネットワーク利用
や機能を提供する端末やサー
ビスに進化して生まれる市場。

※利用可能な空間、サービスの領域
が広がることを想定（ex.どこでも複数

のサービスを利用できる汎用的なシ
ンクライアントPC等）

従来のBの端末およびサービ

スが、新しいネットワーク利用
や機能を提供する端末や
サービスに進化して生まれる
市場。

従来型

従来型

進化型

進化型
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ベース市場 2010年 2015年
端末

関連市場
A合計
端末

関連市場
B合計
端末

関連市場
C合計

A
従来型の端末と
その関連市場

B
様々な機器が通信端末

化して関連市場

C
全く新しいタイプの端末
が登場し、生まれる市場

試算の枠組み（カテゴリと市場分野）

市場規模算出の枠組みで定めた３つのカテゴリの中を２つの市場分野に区分けし、各分野を構成する個々の市
場の規模を積み上げ、全体の市場規模を算出した。

枠組みにおける各種の設定

Bは2010年から計上

Cは2015年から計上 など

A. 従来型の端末とそのサービス市場
B. 様々な機器が通信端末化して生ま

れる市場
C. 全く新しいタイプの端末が登場し、

生まれる市場

① 端末（アプライアンス）
② 関連市場

サービス
プラットフォーム
コンテンツ
放送・通信

カテゴリ 市場分野

それぞれ個々の市場規模
を積み上げて算出

ベ
ー
ス

市
場
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試算の枠組み（想定される市場構成）

A・B・Cの３つのカテゴリについて、端末と関連市場分類で以下の端末やサービスを試算の対象とした。

カテゴリー 端末 関連市場

A
従来型の端末とその関連
市場

PC、携帯電話、ITS車載器、ICカード、

ICタグ、キオスク端末等

映像・音楽コンテンツ、認証・決済プラットフ
ォーム、業務用アプリケーション、位置情報サ
ービス、放送・通信等

B
様々な機器が通信端末
化して生まれる市場

C
全く新しいタイプの端末
が登場し、生まれる市場

テレビ、AV機器、白物家電、ゲーム機、

カメラ等

電子行政プラットフォーム、家電コントロール
サービス、健康管理・診断サービス、アーケー
ドゲームオペレーション等

電子ペーパー、ロボット、ウェアラブル端
末等

次世代オフィスサービス、生活関連情報サービ
ス、オートメンテナンスサービス、多言語翻訳
サービス等

※関連市場＝サービス・プラットフォーム・コンテンツ・放送・通信
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試算の枠組み（A. 従来型の端末とそのサービス市場）

「A. 従来型の端末とそのサービス市場」は、通信を活用した端末またはサービスとして、現時点で既に市場を

形成している市場が対象となり、現在の市場をベースに将来の市場規模を試算した。

カテゴリー 現在～2010年の状況 2015年の状況 市場規模算出の考え方

端末

・通信機能を持った端末で、既
に市場を形成し、普及して
いるまたは普及段階にある。

・主な市場項目（例）
PC,固定電話,携帯電話,キオ

スク端末、業務用情報端末、
位置情報端末など。

・従来型は、2010年の端末か

ら形状は差ほど変化せず、
安全性/信頼性の向上など、

機能および性能が向上する。

・進化型は、様々な端末がシン
クライアント化し、どの端
末でもマイ端末として使用
できるようになる。

・2010年、2015年共、現在存

在する市場をベースに拡大
（もしくは縮小）していく。

・2015年には、既存の市場が

進化型へと置き換わってい
く。

A
従来型の端末と
その関連市場

関連市場

・特定の種類の端末と通信を行
い提供するサービスで、既
に市場を形成している。

・主な市場項目（例）
通信料金、コンテンツ配信、
ネットショッピング、業務
用アプリケーション、広告
配信、位置情報関連サービ
スなど。

・従来型は、2010年とサービ

スの種類は同じだが、質
（サービスメニューの多様
性、利便性やコストなど）
が向上する。

・進化型は、端末のシンクライ
アント化にともない、いつ
でもどこでも普段通りに利
用できる機器に依存しない
アプリケーションやサービ
スが登場する。

同上
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試算の枠組み（B. 様々な機器が通信端末化して生まれる市場）

「 B. 様々な機器が通信端末化して生まれる市場」は、現時点では通信機能が十分ではないが、今後通信端末

化することが予想される機器を中心に、将来の市場規模を試算した。

カテゴリー 現在～2010年の状況 2015年の状況 市場規模算出の考え方

端末

・現時点では最先端製品もしく
は一部の製品のみ通信機能
を持ち、通信端末としては、
2010年前後に普及が見込ま

れる。

・通信を利用することにより、
端末機能の高度化が進む。

・主な市場項目（例）
ゲーム機、テレビ、家電製品、
キッチン、トイレ、腕時計、
次世代広告用ディスプレイ、
医療用機器、カーナビなど。

・従来型は、2010年の端末か

ら形状は大きく変化せず、
安全性/信頼性の向上など、

機能および性能が向上する。

・進化型は、通信を活用した機
器の相互動作や自動認識な
どの機能が高度化し、人を
アシストする自律的な端末
へと進化する。

・2010年、2015年共、通信機

能が十分ではない現時点の
機器の市場をベースに拡大
（もしくは縮小）していく。

・2015年には、既存の市場が

進化型へと置き換わってい
く。

B
様々な機器が
通信端末化して
生まれる市場

関連市場

・特定の種類の端末と通信を行
い提供するサービスで、市
場は創生期にあり、2010年
前後に普及が見込まれる。

・主な市場項目（例）
水回りも含めたホームコント
ロール、健康診断・健康管
理、新端末への広告、連携
型オフィス・ビル管理など。

・端末の機能や性能の変化と並
行し、サービスの付加価値
が格段に向上する。

・進化型の通信端末によって実
現可能となった新たなサー
ビスも展開される。

・現時点で展開されている同じ
ような主旨や目的のサービ
スをベースとし、置き換わ
りや成長を加味して、市場
規模を算出した。

・新たに派生するサービスは、
個別に検討を行った。
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試算の枠組み（C. 全く新しいタイプの端末による市場 ）

「 C. 全く新しいタイプの端末による市場 」は 、個々の想定項目ごとに単価や利用者数等を設定することによ

り将来の市場規模を試算した。

カテゴリー 現在～2010年の状況 2015年の状況 市場規模算出の考え方

端末

・現時点では製品化されていない
が、 2015年には新たに通信機

能を備え、全く新しいタイプ
の端末として普及し始める。

・主な市場項目（例）
家事をやってくれる家庭用ロ
ボットや、飲食店などで自分
のIDｶｰﾄﾞをかざすとマイ端末

となるテーブル（ディスプレ
イ）など。

・個別に検討し、算出した。
（製品単価および販売台数の想

定による試算など）

C
全く新しいタイ
プの端末が登場
し、生まれる市
場

関連市場

・現時点ではまだ製品化されてお
らず、 2015年に上記の端末と

連動したサービスが普及を始
める。

・主な市場項目（例）
上記のテーブルを利用する際に
表示される広告やその際のセ
キュリティーサービスなど。

・個別に検討し、算出した。
（他の試算の値の利用、利用者

数および一人当たりのサー
ビス単価の想定による試算
など）
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次世代端末関連市場規模
予測試算結果

28,988

39,610

27,813

16,236

8,567

8,630

4,784

7,734

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

ベース市場（現在） 2010年 2015年

C（進化型）

B（進化型）

B（従来型）

A（進化型）

A（従来型）

（単位：10億円）

C 全く新しいタイプの端末が登場

し、生まれる市場

B 様々な機器が通信端末化し

て生まれる市場

A 従来型の端末とその関連市場

（放送・通信を含む）

試算結果（全体）

試算の結果、次世代端末関連市場は、現在約28兆円規模の市場を形成している従来型の端末とサービス（A）
をベースに、2010には約48兆円、2015年には約65兆円規模に拡大していく。

Aの端末およびサービスが、進化して生

まれる市場

Bの端末およびサービスが、進化して生

まれる市場

28,988

48,177

65,197
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試算結果（端末市場および関連市場）

分野別の試算結果では、端末市場が、現在の約5兆円から2010年には約13兆円、 2015年には約21兆円まで拡大
する。端末以外の関連市場（サービス・プラットフォーム・コンテンツ・放送・通信 ）は現在の約23兆円から
2010年には約34兆円、 2015年には約43兆円まで拡大する。

※関連市場＝サービス・プラットフォーム・コンテンツ・放送・通信

予測試算結果（端末）

5,645 6,263
2,909

4,059

6,744
6,928

3,665

4,254

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

ベース市場（現在） 2010年 2015年

C（進化型）

B（進化型）

B（従来型）

A（進化型）

A（従来型）

（単位：10億円）

予測試算結果（関連市場）

23,343

33,347

24,904

12,177

1,638

1,887
1,119

3,480

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

ベース市場（現在） 2010年 2015年

C（進化型）

B（進化型）

B（従来型）

A（進化型）

A（従来型）

（単位：10億円）

5,645

13,191

21,631 23,343

34,985

43,566

試算結果（端末） 試算結果（関連市場）
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試算結果（端末市場及び関連市場の下位分類）

分類 主な市場項目 2010年 2015年

アプライアンス

映像/エンタテインメント端末 AV機器（据置・ポータブル）、カメラ、電子ペーパー 2,422 3,373

コミュニケーション端末 PC、電話機、ウェアラブル通信モジュール 4,331 5,049

生活支援型端末 ICﾀｸﾞ、ICｶｰﾄﾞ、腕時計、ﾈｯﾄﾜｰｸ家電、給湯器、ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ、ﾄｲﾚ、警報装置、家庭用医療・健康

機器、車載端末（ｶｰﾅﾋﾞ等）、ﾛﾎﾞﾃｨｯｸｺﾐｭｰﾀｰ、ﾛﾎﾞｯﾄ、眼鏡

3,404 8,455

業務支援型端末 OA機器、自動販売機、ｷｵｽｸ端末、決済端末、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、商品情報提供端末、ｾｷｭﾘﾃｨ機器 1,419 2,137

コンテンツ流通 配信手数料 89 98

業務支援 端末機能のASP、企業向けｽﾄﾚｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ、ｺｰﾙｾﾝﾀｰ、業務用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ、会議ｼｽﾃﾑ 1,632 4,691

48,177 65,197

行政・医療・福祉 電子行政手続き、保健・医療・福祉分野の情報システム 382 426

行動・環境支援 ETC・電子ﾏﾈｰ決済手数料、家電・設備制御、位置情報確認、ﾈｯﾄｾｷｭﾘﾃｨ、ﾎｰﾑｾｷｭﾘﾃｨ、

健康診断、ｱｰｹｰﾄﾞｹﾞｰﾑｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

1,578 2,767

放送・通信 地上波・衛星放送、ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ、固定・移動通信、専用線 17,763 19,612

専門用途向け端末 記録メディア、ゲーム機、医療機器、自動改札・ゲート、電子辞書 1,616 2,618

エンタテインメント系 音楽、映像、ゲーム、電子書籍 566 639

知識支援 Eﾗｰﾆﾝｸﾞ、情報ﾒﾝﾃﾅﾝｽｴｰｼﾞｪﾝﾄ、生活・ﾓﾊﾞｲﾙ情報ｻｰﾋﾞｽ、翻訳、電子辞書更新ｻｰﾋﾞｽ、DBｻｰﾋﾞｽ 774 1,121

コマース ウェブEC、テレビ通販、広告配信サービス（ﾈｯﾄﾜｰｸ向け販促広告） 10,513 12,140

放送・通信

認証・決済 認証（個人、法人）、EC決済手数料 989 1,092

コンテンツ

プラットフォーム

広告 インターネット広告、モバイル広告 699 980

サービス

単位：10億円
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ケース別試算

2010年と2015年において、あるべき機能が確保されなかった場合のシナリオを想定し、その度合いによるケー

ス別試算を行った。

あるべき機能として、①端末とネットワークの「接続性」やIDポータビリティなどの「利便性」を、②端末に

よるネットワーク利用の「安全性」を想定した。

機能 考慮する影響要因 ケース

①接続性・利便性

②安全性

端末市場及び関連市場の形成の進捗度合い
を予想するにあたり、以下の要因を考慮。

・ネットワーク接続そのものの不可欠性

・端末（機器）間連携の重要性

・端末やコンテンツの可搬性確保の重要性

・データ処理能力や機能の役割の重要性

「基準」となる「高」に対し、個別市場
ごとの影響要因の受けやすさに応じ、
「中」「低」のケースを設定し、金額を
算出。

端末市場及び関連市場の形成の進捗度合い
に対し安全性の確保が果たす影響度の大き
さを個別に考慮。

「基準」となる「高」に対し、個別市場
ごとの影響要因の受けやすさに応じ、
「低」のケースを想定し、基準より割り
引いた金額を算出。
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ケース別試算の枠組み ①接続性・利便性

端末とネットワークの「接続性」やIDポータビリティなどの「利便性」が確保される度合いによって市場規模

拡大の推移が異なるという考えに基づきケースごとの市場規模の試算を行うこととした。

ケースは、オープン性が十分に確保されている「高ケース」と不十分な「中・低ケース」を設定した。

カテゴリ別の影響
ケース シナリオ

A B C

高ケース
「接続性・利便性」ともに確保されるため、
市場は順調に拡大する。

影響なし

（高ケースは、中ケース及び低ケースの基準となる）

中ケース
「接続性・利便性」の確保が一部不十分であ
るため、市場の拡大が限定される。

低ケース
「接続性・利便性」の確保がほとんど実現さ
れないため、市場はあまり拡大しない。

・既にネットワー
ク利用されてい
る市場のため、
Aの試算金額へ

の影響はない。

・2015年の進化型
と従来型の比率
に影響が生じる
（進化型端末及
びサービス自体
が減少する。）

・2010年,2015年共

にネットワーク
に接続される端
末の比率が影響
を受けBの試算金
額が減少する。

・2015年に関して

は、進化型端
末・サービス自
体が減少する。

・2015年に市場

が創出される
際に、進化型
自体が減少す
るため、Cの
試算額が減少
する。
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次世代端末関連市場規模
予測試算結果（高ケース）
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次世代端末関連市場規模
予測試算結果（中ケース）
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次世代端末関連市場規模
予測試算結果（低ケース）

28,988

39,610
34,710

9,339

1,723

1,925

301
1,327
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「接続性」と「利便性」の影響度をもとに高・中・低ケースの市場規模の試算を行った。「基準」となる高
ケースの2010年の市場規模約48兆円に対して、中ケースでは約43兆円、低ケースでは約41兆円となった。

2015年では、高ケースの約65兆円に対して、中ケースでは約52兆円、低ケースでは約47兆円という結果になっ

た。

28,988

48,177

65,197

28,988

43,775

52,493

28,988

41,535

47,400

ケース別試算結果 ①接続性・利便性

高ケース 中ケース 低ケース

2015年に、Ａ（従来型）以外の市場の合計が全体の過半を越えるのは、高ケース（57.3％）に限られる。

通信端末市場及び関連市場全体の質的な（パラダイムシフト）を実感できるようにするためには、高ケースの実現が望ましい。

2015年に、Ａ（従来型）以外の市場の合計が全体の過半を越えるのは、高ケース（57.3％）に限られる。

通信端末市場及び関連市場全体の質的な（パラダイムシフト）を実感できるようにするためには、高ケースの実現が望ましい。

ケース別試算からの示唆
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ケース別試算の枠組み ②安全性

端末によるネットワーク利用の「安全性」が確保される度合いによって市場規模拡大の推移が異なるという考
えに基づきケースごとの市場規模の試算を行うこととした。

ケースは、安全性が十分に確保されている「高ケース」と不十分な「低ケース」を設定した。

カテゴリ別の影響
ケース シナリオ

A B C

高ケース
「安全性」が十分に確保され、端末やサー
ビスが広がり、試算の想定通りに市場は拡
大する。

影響なし

（高ケースは、中ケース及び低ケースの基準となる）

低ケース
「安全性」の確保がほとんど実現されない
ため、端末やサービスの広がりの阻害要因
となり、市場の拡大が限定される。

・現在から2010年, 
2015年への毎年

の市場全体の成
長率に影響し、
Aの試算額が減

少する。

・2010年,2015年共
にネットワーク
に接続される端
末の比率が影響
を受け、Bの試算

額が減少する。

・2015年に市場
が創出される
際に、新たな
市場を創出す
るスピードに
影響が生じ、
Cの試算額が

減少する。
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ケース別試算結果 ②安全性

「安全性」の影響度をもとに高・低ケースの市場規模の試算を行った。「基準」となる高ケースの2010年の市
場規模約48兆円に対して、低ケースでは約39兆円となった。

2015年では、高ケースの約65兆円に対して、低ケースでは約50兆円という結果になった。
次世代端末関連市場規模
予測試算結果（低ケース）
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次世代端末関連市場規模
予測試算結果（高ケース）

28,988

39,610

27,813

16,236

8,567

8,630
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高ケース 低ケース

「接続性・利便性」の試算と比較すると、「安全性」の試算では、 2015年において、低ケースの場合でも進化型へのシフトは進
展する（Ａの従来型以外の合計が55.5％）が、総額では高ケースの77.6％に留まる。「安全性」が果たす市場規模自体への影

響は、「接続性・利便性」と同程度に大きい。

「接続性・利便性」の試算と比較すると、「安全性」の試算では、 2015年において、低ケースの場合でも進化型へのシフトは進
展する（Ａの従来型以外の合計が55.5％）が、総額では高ケースの77.6％に留まる。「安全性」が果たす市場規模自体への影

響は、「接続性・利便性」と同程度に大きい。

ケース別試算からの示唆
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